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１．はじめに































　　９月 20 日、21 日　構造と環境（各３時間）
⑤新潟県立長岡農業高等学校（以下、農業高校とする）
　　３年生農業学科生活デザインコース（19 名）
　　10 月 14 日　構造（２時間）
　　10 月 21 日　空間と構造（２時間）
⑥長岡市立青葉台中学校（以下、青葉台中とする）
　　２年生（32 名、29 名の２組）





































I report the activity of the building 
lecture using the 1/10 model for 






Keywords ：Architectural education, technique, model
We performed the lecture that increased “to experience house 
structure and the indoor environment of the tree which was 
worthy of an earthquake in a model of 1/10” for a high school 
student from a primary schoolchild this year.
As for the theme of this year, structure, environment, we 
whom evolution and the education method of contents to tell 
of the space systematize cooperate with professor Iino Yukari 
（Niigata University） to investigate a level of the understanding 
by each school year, and to analyze it and report a result.





























































































































































































































んでもらい正解率を示す。正解の割合は 74 〜 100％であり、
理解度が高まったことがわかる。講座前の理解度は４〜
















































































ニングを比較する方法がある。10 〜 11 畳と回答している
割合が 11 〜 67％おり、１畳を正確に把握できていないこ
とが原因と考えられる。
　また、「客間」についての正解率は図６に示す。６畳の
正解割合は 35 〜 100％である。キッチン・ダイニングよ



































































































































































































































































































































































































































いる割合は 75 〜 100％の割合であった。これは、事前学
習の経験や縮尺１／ 10、１／１の畳と１／ 10 の畳の比較か
ら広さの感覚が高まったと考えられる。また、繰り返し実
際の部屋と模型の部屋を比較説明したこと、扱うサイズを
大きくしながら１／ 10 の人形や１／ 10 の家具を模型内に配
置した体験したことにより広さ感覚を習得できたと自覚し
た生徒が多かったのではないかと考える。一方、「少し習




想像できた」割合は 75 〜 100％の結果であった。
　また、事前学習を行ったことによる講座の理解度のにお
いて「役に立った」割合は 96 〜 100％であった。図 12 は、
事前学習が役立ったと回答した人を対象に、役立った理由
に関する割合を示す。最も高い割合は「模型を組み立てる



























































　講座前のアンケート調査結果を図 13、図 14 に示す。
　伝熱の種類（伝導・対流・放射）に関する理解度は図
13 に示す。中学生は、まだ学習していないため「用語は
知っている」と回答した生徒は 25 〜 50％である。一方、
































































































































































































































































学生の正解率は 25 〜 50％であり、今後体験内容も含めて
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立て家具を設置し部屋が想像しやすく、広さ感覚を習
得につながることが分かった。
３）環境の伝熱の種類は中学生の正解率が 25 〜 50％、高
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